
お
知
ら
せ

人
権
問
題
を
電
話
で
相
談

　

高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
の
人
権
に

つ
い
て
、
人
権
擁
護
委
員
や
法
務
局

職
員
が
電
話
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
時
＝
９
月
８
日
㈪
〜
14
日
㈰
、
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時
（
土
日
曜

は
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
）　

専
用
電
話
番
号
＝
０
５
７
０
―
０
０

３
―
１
１
０

問
前
橋
地
方
法
務
局
☎
０
２
７
―
２

２
１
―
４
４
６
６

下
水
道
で
き
れ
い
な
環
境
づ
く
り

　

９
月
10
日
㈬
は
「
下
水
道
の
日
」

で
す
。
こ
と
し
の
標
語
は
「
げ
す
い

ど
う　

み
ず
の
み
ら
い
を　

ま
も
る

み
ち
」。
水
を
き
れ
い
に
保
ち
、
衛

生
的
な
環
境
づ
く
り
を
す
す
め
る
た

め
に
、下
水
道
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
地
域
で
、

ま
だ
接
続
し
て
い
な
い
世
帯
は
早
め

の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
公
共
下
水
道
に
つ
い
て
は
下
水
道

整
備
課
☎
０
２
７
―
８
９
８
―
３
０

７
４
、
農
業
集
落
排
水
に
つ
い
て
は

農
村
整
備
課
☎
０
２
７
―
８
９
８
―

６
７
１
４

六
供
温
水
プ
ー
ル
が
休
場
に

　

六
供
温
水
プ
ー
ル
は
10
月
５
日
㈰

か
ら
15
日
㈬
ま
で
、
熱
源
の
供
給
を

受
け
て
い
る
六
供
清
掃
工
場
の
点
検

に
合
わ
せ
て
、
清
掃
と
施
設
点
検
を

行
う
た
め
休
場
し
ま
す
。

問
同
館
☎
０
２
７
―
２
４
３
―
１
３

０
８

総
合
福
祉
会
館
の
予
約
受
け
付
け

　

総
合
福
祉
会
館
と
第
四
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
施
設
利
用
に
つ
い

て
、
来
年
１
月
か
ら
３
月
ま
で
の
予

約
受
付
会
を
開
催
し
ま
す
。

受
付
日
時
＝
10
月
８
日
㈬
午
前
８
時

30
分
〜
55
分

受
付
場
所
＝
総
合
福
祉
会
館

申
10
月
６
日
㈪
ま
で
の
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
に
同
館
☎
０
２
７
―

２
３
７
│
０
１
０
１
へ
。
予
約
受
付

会
翌
日
か
ら
は
、
電
話
と
窓
口
で
予

約
を
受
け
付
け
ま
す

旧
市
立
前
橋
高
の
体
育
館
新
た
に

　

総
合
福
祉
会
館
に
隣
接
す
る
旧
市

立
前
橋
高
第
二
体
育
館
が
改
修
工
事

を
終
え
、
11
月
１
日
㈯
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
。
こ
れ
に
伴
い
、
11

月
・
12
月
の
利
用
調
整
会
議
を
行
い

ま
す
。

日
時
＝
９
月
19
日
㈮
午
後
７
時

会
場
＝
市
民
体
育
館

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

人
が
過
半
数
を
占
め
る
10
人
以
上
の

団
体

申
当
日
会
場
へ
直
接

問
市
民
体
育
館
☎
０
２
７
―
２
６
５

―
０
９
０
０

冬
季
ナ
イ
タ
ー
利
用
で
き
ま
す

　

前
橋
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
は
、
11
月
以
降
も
Ｂ
コ
ー
ト
４
面

の
ナ
イ
タ
ー
利
用
が
で
き
ま
す
。
こ

の
利
用
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

申
ま
え
ば
し
ネ
ッ
ト
（https://m

a
e-net.reserve-asp.jp/w

eb

）
で

問
同
所
☎
０
２
７
―
２
６
８
―
１
９

１
１

隣
接
す
る
宅
地
を
利
用
し
始
め
た
⑥

住
宅
用
地
の
一
部
を
貸
し
駐
車
場
に

し
た
。
ま
た
は
貸
し
駐
車
場
部
分
を

廃
止
し
た

問
資
産
税
課
☎
０
２
７
―
８
９
８
―

６
２
１
７

人
生
記
念
樹
木
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

自
宅
の
新
増
改
築
や
子
ど
も
の
誕

生
、
結
婚
、
還
暦
の
記
念
に
人
生
記

念
樹
木
を
贈
り
ま
す
。

配
布
日
＝
10
月
19
日
㈰

配
布
場
所
＝
敷
島
公
園
ば
ら
園

配
布
樹
木
＝
前
橋
の
バ
ラ
「
あ
か
ぎ

の
輝
き
」
か
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
の
い

ず
れ
か
１
本

対
象
＝
市
内
在
住
で
、
昨
年
９
月
１

日
〜
こ
と
し
８
月
31
日
に
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
し
た
人
。
①
市
内
に
自

宅
を
新
増
改
築
し
た
②
子
ど
も
が
誕

生
し
た
③
結
婚
し
た
④
満
60
歳
に
な

っ
た

申
９
月
25
日
㈭
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ

で
。
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
希

望
樹
木
と
①
は
建
築
確
認
番
号
②
は

子
ど
も
の
名
前
（
ふ
り
が
な
）
と
生

年
月
日
③
は
結
婚
年
月
日
④
は
生
年

月
日
を
記
入
し
、
市
役
所
公
園
緑
地

課
（
☎
０
２
７
―
８
９
８
―
６
８
４

２
）
へ

農
地
の
宅
地
化
な
ど
は
申
し
出
を

　

農
用
地
区
域
内
の
農
地
を
、
住
宅

や
店
舗
な
ど
に
使
用
す
る
た
め
、
農

用
地
区
域
か
ら
の
除
外
を
希
望
す
る

農
地
の
所
有
者
は
、
申
し
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。
要
件
な
ど
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
る
か
、
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
象
区
域
＝
市
内
の
市
街
化
調
整
区

域
（
農
用
地
区
域
外
の
農
地
は
不
要
）。

大
胡
・
宮
城
・
粕
川
・
富
士
見
地
区

は
農
用
地
区
域
と
定
め
ら
れ
た
区
域

用
意
す
る
物
＝
土
地
登
記
事
項
証
明

書
か
登
記
簿
謄
本
（
分
家
住
宅
の
場

合
は
昭
和
46
年
当
時
の
所
有
者
が
分

か
る
も
の
）、
公
図
、
土
地
利
用
計

画
書
、
確
約
書
、
案
内
図
、
土
地
改

良
事
業
等
受
益
地
確
認
書
、確
認
書
、

印
鑑
な
ど

申
９
月
22
日
㈪
ま
で
に
市
役
所
農
林

課
（
☎
０
２
７
―
８
９
８
―
６
７
０

２
）、
富
士
見
地
区
の
農
地
は
富
士
見

支
所
（
☎
０
２
７
―
２
８
８
―
１
９

４
６
）
へ
直
接

す
る
④
社
会
福
祉
法
人
な
ど
が
社
会

福
祉
事
業
の
た
め
に
使
用
す
る
⑤
地

域
住
民
の
集
会
所
な
ど
公
益
の
た
め

に
使
用
す
る

□
住
宅
用
地
の
異
動
申
告

対
象
＝
次
に
該
当
す
る
土
地
の
所
有

者
。①
店
舗
な
ど
を
住
宅
に
改
造
し
、

住
宅
用
地
に
し
た
②
住
宅
を
店
舗
な

ど
に
改
造
し
、
住
宅
用
地
で
な
く
な

っ
た
③
店
舗
な
ど
と
の
併
用
住
宅
で
、

居
住
部
分
と
そ
れ
以
外
の
部
分
の
床

面
積
を
変
更
し
た
④
廃
業
な
ど
に
伴

い
、
工
場
・
店
舗
な
ど
の
事
業
用
家

屋
を
住
宅
用
の
物
置
な
ど
に
変
更
し

た
（
住
宅
と
同
一
の
敷
地
内
に
あ
り

事
業
用
物
品
な
ど
を
撤
去
し
た
家
屋

に
限
る
）⑤
住
宅
用
地
を
拡
張
し
て
、

土
地
な
ど
用
途
変
更
は
届
け
出
を

　

固
定
資
産
の
利
用
状
況
に
よ
っ
て

は
固
定
資
産
税
が
非
課
税
に
な
っ
た

り
、
減
免
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
土
地
に
つ
い
て
は

利
用
状
況
を
変
更
す
る
と
、
固
定
資

産
税
の
課
税
内
容
に
も
変
更
を
生
じ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。各
対
象
者
は
、

市
役
所
資
産
税
課
で
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

□
固
定
資
産
税
の
非
課
税
・
減
免
申
請

対
象
＝
次
に
該
当
す
る
固
定
資
産
の

所
有
者
。
①
宗
教
法
人
が
境
内
な
ど

に
使
用
す
る
②
不
特
定
多
数
の
人
が

道
路
と
し
て
利
用
す
る
③
学
校
法
人

な
ど
が
教
育
・
保
育
の
た
め
に
使
用

コラム
ようこそ市長室へ
スマートフォンまたは

タブレット端末でご覧ください

長市

　９月１日は防災の日です。９１年前、約
１０万人の命が失われた関東大震災が起こ
った日です。先月、広島市では大雨により
大勢の方々が犠牲になりました。前橋市は
今までも大きな災害に見舞われたことの少
ない土地です。しかし、備えを整えること
は大切です。東京都をはじめ防災協定を結
ぶ都市に災害が発生すれば被災地を支援し
なければなりません。災害が少ないからこ
そ、防災力を強化する、それが前橋市の責
任だと考えます。　　　　　　　　　　　
　この秋には、前橋市総合防災訓練が行わ
れます。自治会の自主防災組織や災害協定
を結ぶ団体等、大勢の方々のお
力に期待しています。　　　　

中学生が職場を体験
　本市では、市立中学校の２年生が市内の事業
所で職場体験活動を行う「まえばしキャリア・
スタート・ウィーク」を行っています。体験を
とおしてこれからの自分に必要なことを考えた
り、これまでの自分を振り返ったりする貴重な
機会となっています。受け入れる事業所にとっ
ても、真剣に取り組む中学生の姿が良い刺激に。
　本年度は、約3,000人が職場体験を予定してい
ます。活動中の元気な中学生を見掛けたら、応
援してください。
□受け入れ事業所を募集
　職場体験活動に
協力できる事業所
を募集しています。
詳しくは本市ホー
ムページをご覧く
ださい。
問学校教育課☎027
-898-5864
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